
の魅力の魅力　　大発見大発見！！

６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

以
西
地
区
に
は
、
室
町
時
代
に
創
建

さ
れ
た
「
清
元
院
」
（
琴
浦
町
宮
木
）

と
い
う
曹
洞
宗
の
お
寺
が
あ
る
。
６
年

生
が
清
元
院
住
職
の
井
上
英
之
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

大
仏
山
の
城
主
・
池
田
定
久
が
合
戦

に
負
け
、
旧
以
西
小
近
く
の
高
木
家
に

か
く
ま
っ
て
も
ら
い
、
婿
に
な
っ
た
が

池
田
姓
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
時
に
、
合

戦
で
命
を
落
と
し
た
家
来
と
高
木
家
の

先
祖
の
霊
を
弔
う
た
め
に
清
元
院
は
建

立
さ
れ
た
。

同
院
は
大
仏
山
の
城
か
ら
見
下
ろ
せ

る
向
か
い
の
山
す
そ
に
建
て
ら
れ
、
先

祖
を
大
切
に
す
る
思
い
が
詰
ま
っ
た
お

寺
だ
。

本
堂
の
天
井
は
水
墨
画
で
龍
が
描
か

れ
、
玉
雲
斎
作
の
龍
渓
図
と
し
て
今
も

き
れ
い
に
残
っ
て
い
る
。
本
堂
は
住
職

が
仏
に
代
わ
っ
て
仏
法
を
説
き
示
す
場

所
と
し
て
、
寺
院
の
中
で
最
も
重
要
な

場
所
で
あ
る
。

龍
は
そ
こ
を
守
護
す
る
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
雲
を
呼
び
、
雨
を
降
ら
す

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
堂
に

集
ま
っ
た
人
々
に
仏
法
の
雨
が
降
り
注

ぐ
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
描
か
れ

て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
院
は
教
育
の
寺
で
、
江
戸

時
代
に
は
住
職
が
師
と
な
り
寺
子
屋
と

し
て
、
１
８
７
３
年
か
ら
は
学
制
発
布

に
よ
り
今
地
小
（
後
の
以
西
小
）
と
し

て
教
育
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

船
上
小
の
１
年
生
は
毎
年
、
清
元
院

を
訪
れ
座
禅
の
体
験
を
す
る
。
３
年
に

１
度
は
遠
足
で
全
校
児
童
が
訪
れ
、
縦

割
り
班
ご
と
に
雑
巾
が
け
リ
レ
ー
を
行

っ
て
い
る
。
昔
も
今
も
学
校
と
関
わ
り

の
深
い
寺
で
あ
る
。

（
沢
田
叶
、
西
長
磨
人
、
小
椋
尊
、

仲
佐
勇
真
、
森
下
夢
子
）

先祖を大切にする
思いが詰まった寺

井上住職に聞く清元院

雑巾がけリレーをする児童

船上山 の自然

船上山少年自然の家
山下係長に聞く

琴
浦
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
、
校
区
に
あ

る
「
船
上
山

の
自
然
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と

船
上
小
の
６
年
生
７
人
が
６
月
１
日

同
町
山

川
の

船
上
山
少
年
自
然
の
家
」
を
訪
れ
て
、

山
下
孝
治
係
長
に
話
を
聞
い
た
。
船
上
山
の
魅

力
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
滝
だ
。雄
滝
、雌
滝
、
鱒ま

す

返
し
の
滝
、

ぎ
ぼ
し
の
滝
な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
、
ぎ
ぼ
し

の
滝
は
幻
の
滝
と
い
わ
れ
て
お
り
、
山
下
係
長

で
さ
え
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。こ
の
滝
は
、

高
さ

㍍
、
幅

㍍
も
あ
る
そ
う
だ
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
船
上
山
の
特
徴
的
な

屏
風
岩
だ
。
こ
れ
は
、
大
山
の
噴
火
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
、
雨
や
風
に
よ
っ
て
削
ら
れ
て
現
在

の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。
屏
風
岩
の
岩
石
は
両

輝
石
安
山
岩
で
で
き
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
屏
風
岩
は
、
天
然
の
要よ

う

塞さ
い

の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
合
戦
の
時
は
攻
め
に
く
く
、
守
り

や
す
い
。

そ
の
た
め
船
上
山
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
１
３

３
３
年
に
、
伯
耆
国
の
武
将
だ
っ
た
名
和
長
年

と
共
に
、
鎌
倉
幕
府
軍
と
の
間
で
起
こ
っ
た
元

弘
の
乱
に
お
い
て
立
て
こ
も
り
、
戦
に
勝
っ
た

古
戦
場
で
も
あ
る
。

６
年
の
御
崎
翔
星
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
、

次
の
時
代
を
見
守
り
、
新
た
な
歴
史
を
築
く
船

上
山
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
御
崎
翔
星
、
高
野
結
叶
、
福
本
真
基
、

久
保
星
輝

生
越
暖
土

足
立
晶

高
見
華
奈
）

船上山について話す山下さん 奥に見えるのが屏風岩

要塞のような屏風岩 幻の滝も

編 集 後 記編 集 後 記

６年生は、学校新聞

の発行と大型共同書
道

に毎年取り組んで
い

る。

学校新聞では、以西

地区の取材を通じて
、

私たちの校区にある
さ

まざまな魅力に改め
て

気づくことができた
。

共同書道は、山田美

鈴先生に教えていた
だ

きながら協力して書
き

上げた作品で、６年
生

としてなりたい姿を
話

し合い、自分たちで
言

葉を考えて書いた作
品

である。

どちらも船上小６年

生の伝統として続け
て

ほしい。（福本美丘
）

学校新聞作りと共同書
道に取り組んだ６年

生

以西以西以西

以
西
地
区
で
は
黒
毛
和
牛
の
飼
育
が
盛

ん
だ
。
船
上
小
の
児
童
は
５
月
の
遠
足
で
、

琴
浦
町
大
熊
の
繁
殖
農
家
、
高
力
和
美
さ

ん
の
牛
舎
を
訪
れ
た
。
６
年
生
は
６
月
１

日
、
高
力
さ
ん
か
ら
飼
育
の
苦
労
や
工
夫

を
聞
い
た
。

牛
の
世
話
は
、
え
さ
や
り
だ
け
で
は
な

い
。
体
調
管
理
や
施
設
の
整
備
、
人
工
授

精
、
出
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

メ
ス
の
牛
は
１
年
に
１
度
出
産
す
る
。

生
ま
れ
た
子
牛
は
９
カ
月
で
約
２
７
０
㌔

㌘
に
も
な
り
、
せ
り
に
か
け
ら
れ
る
。
オ

ス
は
肉
に
な
り
、
メ
ス
は
繁
殖
の
た
め
に

買
い
取
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
牛
の
体
調
管
理
が
大

切
だ
。
体
調
管
理
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
も

打
っ
て
い
る
。
牛
の
ふ
ん
か
ら
も
体
調
を

探
り
管
理
す
る
。
ま
た
、
牛
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
、
床
に
お
が
く
ず
を
敷

き
、
ふ
ん
尿
で
ぬ
れ
た
ら
替
え
て
い
る
。

牛
舎
の
建
物
に
も
工
夫
が
あ
る
。
夏
に

は
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
換
気
扇
を
回

し
た
り
、
牛
の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
映
し
た

り
し
て
離
れ
て
い
て
も
様
子
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

人
工
授
精
で
は
、
メ
ス
の
発
情
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
観
察
し
て
、
丁
寧
に
行
っ
て

い
る
。

高
力
さ
ん
は
「
人
間
の
子
ど
も
と
同
じ

よ
う
に
、
愛
情
を
も
っ
て
元
気
で
大
き
な

牛
に
育
て
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
」
と

話
し
た
。

（
前
田
絆
愛
、
大
和
早
織
、
石
賀
湊
大
、

三
上
大
雅
）

高力さんの牛舎を訪問和牛の飼育

遠足時に牛舎で高力さんから話を聞く
児童ら

さ
ま
ざ
ま
な

世
話
が
必
要

後
醍
醐
天
皇
が
戦
勝
祈
願

池
山
宮
司
に
聞
く

柴
尾
神
社

以
西
地
区
の
琴
浦
町
山
川
に

あ
る
柴
尾
神
社
を
６
月
１
日
、

船
上
小
６
年
の
児
童
６
人
が
訪

れ
、
同
神
社
の
宮
司
、
池
山
宣

昭
さ
ん

か
ら
、
神
社
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
た
。

池
山
宮
司
に
よ
る
と
、
同
神

社
は
６
７
８
年
に
建
て
ら
れ
た

と
さ
れ
、
後
醍
醐
天
皇
が
戦
勝

祈
願
を
し
た
と
伝
わ
る
歴
史
あ

る
神
社
だ
。

鎌
倉
時
代
末
期
の
１
３
３
３

年
に
天
皇
は
名
和
長
年
を
味
方

に
つ
け
て
船
上
山
で
戦
っ
た
。

そ
の
際
、
柴
尾
神
社
で
戦
勝
祈

願
を
行
っ
た
。
色
紙
に
書
か
れ

た
和
歌
の
内
容
が
伝
わ
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

同
神
社
で
は
７
柱
の
神
様
を

祭
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
男
神

「
イ
ザ
ナ
ギ
」
と
女
神
「
イ
ザ

ナ
ミ
」
は
、
日
本
や
多
く
の
神

様
を
作
っ
た
神
様
だ
と
い
う
。

今
年
、
神
社
の
屋
根
の
修
理

が
終
わ
っ
た
の
で
、
５
月
に
は

「
浦
安
の
窑
」
を
奉
納
し
て
祝

祭
を
し
た
そ
う
だ
。

「
歴
史
あ
る
柴
尾
神
社
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
」
と

池
山
宮
司
は
語
っ
た
。

（
永
田
咲
彩
、
高
塚
七
色
、

真
山
心
那
、
西
田
奏
音
、
内
山

伊
葺
、
村
本
詩
葉
）

児
童
に
柴
尾
神
社
の
説
明
を

す
る
池
山
宮
司

左

水
道
水

水
道
水

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の

荒
井
さ
ん

右

か
ら
水
源
地
の
説
明
を
聞
く
児
童

琴浦町役場分庁舎 上下水道課の荒井さんに聞く大父木地水源地

私たちはいつも水を使ってい

る。琴浦町で使う水道水はどこ

から来ているのかを調べようと

６月１日、６年生の児童４人が

船上小で、同町役場分庁舎の上

下水道課上下水道係長の荒井猛

さんから話を聞いた。

町内には カ所の水源地があ

るが、以西地区の「大父木地水

源地」（同町大父）は、2010年

３月に給水を開始した新しい水

源地だ。ここでくみ上げた地下

水は、町内赤碕地域の大部分の

給水を担っている。

荒井さんによると、地下水な

のでとてもきれいだが、さらに

安全な水にするために塩素で消

毒し、水質検査を行っている。

船上小では毎年４年生が同水

源地を訪れ、現地を見学して上

水道への理解を深めている。

水を大切にする上で私たちに

できそうなことは「ごみを捨て

ない」 ごみを拾う 「水を大事

に使う」ことだと話す荒井さん。

これはＳＤＧｓの⑥「安全な

水とトイレを世界中に」と⑪「住

み続けられるまちづくり」にも

関係している。

荒井さんは仕事について「み

んなが安心して使える水を送る

ことを大切にしている」と語っ

た。

「水を安心して使えているの

は、当たり前ではないので、大

切にしていかなければならな

い」と、６年の西永瑠佑己さん

は感想を述べた。

（西永瑠佑己、真山すみれ、

高力奈々、小椋桃羽）

４年生当時 大父木地水源地を
見学して大きさを実感する現在
の６年生
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● ● ● ● ● ● 船上小は、以西・安田・成美の３地区の小学校が統合してできた学校で、毎年その３地区を順番に

遠足で訪れて地域への理解を深めている。本年度は、開校以来３回目となる以西地区の遠足だった。

そこで、以西地区の良さを取材し、学校新聞に載せようと６年生児童が記事にまとめた。

【
学

校

名
】
琴
浦
町
立
船
上
小
学
校

【
所

在

地
】
東
伯
郡
琴
浦
町
佐
崎

【
校

長

名
】
久
米

康

【
児

童

数
】
１
２
７
人

【
沿

革
】
平
成

年
４
月

以
西
小
・

成
美
小
・
安
田
小
が
統
合

し
て
開
校

【
教
育
目
標
】
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
盤

と
し
て
、
自
ら
学
び
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
今
を

生
き
、
未
来
を
拓ひ

ら

く
子
ど

も
の
育
成

笑
顔
が
あ
ふ

れ
心
は
ず
む
学
校

〜
自

ら
考
え
る
子
〜

学 校 概 要
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（６）２０２２年 (令和４年 )７月１９日　火曜日( 第３種郵便物認可 ) （６）２０２２年 (令和４年 )７月１９日　火曜日( 第３種郵便物認可 )


